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教 授 に よ る「Culture and Economic Behavior」，
熊谷誠慈次世代研究者育成センター特定助教による
「Prospects for Buddhist Studies in Bhutan」，
山本真也霊長類研究所特定助教による「Nature in 
















































































































































し，Steel Research International 誌の2006年最高論
文賞を受賞された。
また，国際的に著名な研究者を執筆者に集め，現
在編集中の“Treatise on Process Metallurgy”と題
する専門書の共同主編集者として，熱化学に関する
章を編集ならびに執筆中であり，業半ばでの急逝が
惜しまれる。
 （大学院エネルギー科学研究科）
岩瀬　正則　教授
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臨床教育実践研究センターでは，毎年，深刻化す
る教育問題への取り組みの一環として，現代人の心
の理解に主眼をおいた公開講座を開催している。
今年度は，センター客員教授のウィンスロップ・
バ （ーWinthrop Burr）氏を講師として，10月30日
（日）の午後1時から京都テルサ第一会議室にて開催
し，心理臨床家や教育関係者，看護師，学生など約
90名の参加があった。
講演では，臨床的に問題となるうつ病について概
観し，アメリカではどのような治療がなされてきた
のか，また，日米の作家がうつ状態の体験をどのよ
うに表現しているかなど，講師自身の臨床体験や比
較文化的なコンテクストを交えて語られた。さらに
指定討論による議論を通して，うつ病に対する様々
な治療法の中の一つとして心理療法が有効であるこ
とが指摘された。臨床経験豊富な講師の語り口に接
した参加者からは，「異文化圏の方の臨床姿勢がス
トレートに伝わってきたことに感銘を受けた」「文化
は違っても人間としての根本は通じるものがある」
「日本人だからできる方法を身につけていきたい」な
どの感想が寄せられ，貴重な機会となった。
本講座は，例年参加者から大変好評を得ており，
来年度以降も現代社会の複雑な心の問題を理解する
ための視点を一般市民に向けて広く提供できるよう
開催していく予定である。
 （大学院教育学研究科）
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「うつの心理療法：『はか
なさ』と『型』の国日本において」を開催
ウィンスロップ・バー氏による講演の様子
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